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第
三
十
三
新

王
康

『
聞

一
多
停
』

湖
北
人
民
出
版
政

一
九
七
九
年
五
月

本
文
四
五
〇
頁

本
書
は
､

一
九
四
七
年
七
月
､
聞

一
多
殉
難

一
周
年
に
出
版
さ
れ

た

『
聞

一
多
的
道
路
』
(生
活
書
店
'
本
文
一
七
一
貫
)
を
書
き
改
め
た

も
の
で
あ
-
､
そ
の
初
稿
は
､
ほ
ぼ

1
九
六
四
年
に
で
き
あ
が
っ
て

は
い
た
も
の
の
ー

｢情
況
の
急
襲
｣
に
よ
っ
て
､
お
の
ず
と
原
稿
に

手
を
加
え
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
に
､
う
ち
過
ご
さ
れ
た
と
い
う

(後

記
)｡

そ
れ
が
､

よ
う
や
-
に
し
て

一
九
七
九
年
五
月
､
聞

一
多
生

誕
八
十
周
年
を
記
念
し
､
彼
の
生
ま
れ
故
郷
の
湖
北
人
民
出
版
社
か

ら
刊
行
さ
れ
た
と
い
-
こ
と
は
､
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
｡

本
書
は
､
全
十
八
章
四
五

〇
飴
頁
か
ら
な
る
大
部
の
著
作
で
あ
る

が
､
そ
の
約
三
分
の
一
､
ほ
ぼ
七
章
ま
で
は
､
す
で
に

『
新
文
学
史

料
』
第

一
輯
(
一
九
七
八
年
'
人
民
文
学
出
版
社
)
か
ら
第
四
輯

(
一
九
七

九
年
)
に
わ
た
っ
て
分
載
さ
れ
て
い
る
o
ま
た
､
一
九
七
八
年
十
二
月

に
は
､
同
じ
著
者
に
よ
る

『
聞

一
多
頭
』
(湖
北
人
民
出
版
赦
､
本
文
九

九
貢
)
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
､

こ
れ
は

一
九
五
八
年
に
出
版
さ
れ

た

『
閲

一
多
』
の
修
訂
重
版
本
で
あ
る
と
い
う

(後
記
)-

『聞

一

多
的
道
路
』
ー
『
聞

一
多
』
い
ず
れ
も
著
者
名
は
史
靖
と
さ
れ
て
あ
-
'

王
康
と
い
う
名
が
用
い
ら
れ
た
の
は
､
『
聞

1
多
頭
』
あ
る
い
は
『
新

〕

文
学
史
料
』
第

一
輯
所
収
の

『
聞

一
多
侍
卜
』
か
ら
で
あ
る
｡

と
ま
れ
､

一
九
七
八
年
秋
以
来
の
中
国
文
蛮
界
の
盛
況
に
は
め
ざ

ま
し
い
も
の
が
あ
-
､

『聞

l
多
停
』

『
聞

一
多
頭
』
の
刊
行
も
ま

た
そ
う
し
た
な
か
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
今
､
手
元
に
あ
る
資

料
の
な
か
か
ら
聞

一
多
に
関
す
る
も
の
を
あ
げ
て
み
る
だ
け
で
も
､

次
の
と
お
-
多
-
の
教
に
の
ぼ
る
｡

l
多
犠
牲
前
後
紀
箕

耶
緋
酢
軸

讃

買

料
第
二
輯

1
九
七
九
.

昆

報
詩
刊
》
的
始
終

莞

文

甥

謂

料
第
三
輯

1
九
七

聞

妄

先
生
二
三
事

劉
兆
吉

頒
文
学
史
料
第
四
輯

一
九
七
九
.

聞

1
多
反
封
蕃
詩

鄭
臨
川

再
話

《
農
報
詩
銑
》

莞

叉

甥

寧
史
料
第
五
輯

完

七
九
.

関
於

《
一
多
犠
牲
前
後
絶
賛
》

杜
昆

″

聞

一
多
三
改

窟

衣
歌
》

劉
煩

娼

完

帽
版
L
i<
七
九
.
二

血
土
-

回
憶
父
親
聞

一
多
烈
士

聞
立
鵬

蛸
頚

鯛
物
監

批

聞

一
多
供
詩
五
首

仲
頂

最

詣

報

酬
第
四
輯

1
九
七
九
.
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閲
於
聞

l
多
的
幾
首
伏
詩
的

1
鮎
説
明

陸
促
東

″

呉
暗
難
文
選

人
民
文
革
出
版
社
一
九
七
九
･
十
二

相
葉
而
起
的
閲

1
多
(
!f
六
9
&
叶
紅
)

竺

多
(㌫

四
iS鮎

針
)

聞

l
多
先
生
俸
(㌔

畑
㌘

鮎
)

1
多
先
生
周
年
祭

閲

1
多
先
生
回
憶
片
断

超
仲
邑

瑠
請

娼

出
転
入

｡
.

聞

一
多
先
生
輿

《
楚
辞
》

王
達
津

″

悲
憤
蔑

苦
吟
詩

莞

家

諸

学
史
料

維
第
八
期

元

入
｡

聞

l
多
論

時
萌

相
酢
蛸
鯖
節

蛸

断
甜

元

入
｡
.
八

懐
人
集

戚
克
家

上
海
文
垂
出
版
社

一
九
八
〇
･
八

我
的
先
生
聞

一
多
二
九
四
六
･八
)

聞

l
多
的
詩
(1九
五
六
二
ハ
･六
)

海
-

回
慎

一
多
先
生
(一九
四
七
)

聴
守
鳴
念

一
多
先
生
(
1九
五
六
･七
)

聞

一
多
先
生
的
垂
術
創
作
(一九
七
八
)

聞

一
多
先
生
俸
略
(完
五
四
i
三

新
文
学
史
料
第
五
輯

｢資
料
索
引
｣
に
は
､
こ
の
他
に
も
十
編
を
あ

げ
て
い
る
｡

聞

一
多
に
関
す
る
資
料
は
､
な
お
多
-
の
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
｡

だ
が
､
こ
の

『
聞

一
多
侍
』
ほ
ど
に
大
部
の
著
作
は
､
他
に
な
い
と

書

評

い
っ
て
よ
い
｡

王
康
は
'
そ
の
な
か
で
近
代
中
国
に
お
け
る
傑
出
し

た
詩
人
で
あ
-
､
学
者
で
あ
-
､
さ
ら
に
は
民
主
運
動
の
闘
士
で
も

あ

っ
た
聞

一
多
(
1
八
九
九
～

一
九
四
六
)
の
波
乱
に
と
ん
だ

一
生
の
軌

跡
を
､
時
代
を
迫

っ
て
丁
寧
に
措
い
て
い
る
｡

と
こ
ろ
で
､
朱
自
活
は

『聞

1
多
全
集
』
(謂

網
棚
年
)序
文
の
な
か

で
､
聞

一
多
の
生
涯
を
詩
人
時
代

(
一
九
三

〇
年
青
島
大
学
の
教
授

と
な
る
ま
で
)
､

学
者
時
代

(
一
九
四
四
年
五
月
三
日
昆
明
西
南
聯

合
大
学
の
五
･四
歴
史
の
夕
べ
の
合
に
参
加
す
る
ま
で
)
､
闘
士
時
代

(そ
れ
以
後
の
二
年
飴
-
)
の
三
つ
に
分
け
て
い
る
｡
本
書
の
叙
述

も
ほ
ぼ
そ
れ
に

一
致
す
る
｡
し
か
し
､
本
書
に
お
い
て
は
､
学
者
時

代
に
六
章

l
二

〇
験
頁
､
闘
士
時
代
に
六
章

一
八

〇
飴
頁
が
あ
て
ら

れ
､
詩
人
時
代
に
は
わ
ず
か
に
二
章
た
ら
ず
､
ア
メ
リ
カ
留
学
中
を

含
め
て
も
三
章
し
か
さ
か
れ
て
い
な
い
｡

つ
ま
り
､
王
康
は
､
国
共

内
戦
の
さ
な
か
国
民
賞
特
務
の
手
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
る
に
至
っ
た
､

民
主
運
動
の
闘
士
と
し
て
の
聞

一
多
に
最
も
力
を
注
い
で
本
書
を
書

い
て
い
る
の
で
あ
る
｡
わ
れ
わ
れ
は

｢聞

一
多
頭
｣
を
書
-
べ
き
で

あ
る

(彼
は
､
わ
れ
わ
れ
の
民
族
の
英
雄
的
気
概
を
し
め
し
た
)
と

い
う
､
毛
滞
東
の
三
十
年
前
の
呼
び
か
け
が
本
書
の
は
じ
め
に
明
記
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十
三
研

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
､

そ
れ
は
嘗
然
の
こ
と
で
あ
る
と
い
え
よ

-
｡
本
書
は
､
何
よ
-
も
ま
ず

｢聞

一
多
烈
士
｣
を
理
解
し
､
認
識

す
る
(後
記
)
た
め
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

聞

一
多
の
畢
生
で
あ
-
､
同
郷
で
遠
縁
に
も
あ
た
る
王
康
は
ー
ま

ず
本
書
第

一
章
に
お
い
て
､
聞

一
多
の
生
ま
れ
故
郷
､
湖
北
省
稀
水

杯
巴
河
鎮
付
近
の
風
物
と
､
常
時
の
時
代
情
況
を
ま
じ
え
て
'
彼
の

幼
少
年
時
代
を
語
る
｡
第
二
､
三
章
に
お
い
て
は
､
ア
メ
リ
カ
留
学

生
の
涯
遺
養
成
を
目
的
と
す
る
清
華
学
校
で
の
九
年
間
(
1
九
1
三
～

二
二
)
を
､
『清
華
週
刊
』
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
-

全
集
に
も
収
録

さ
れ
て
い
な
い
-

を
適
宜
に
引
用
し
っ
つ
､
五
四
運
動
に
焦
鮎
を

あ
て
て
詳
述
し
て
い
る
o
な
お
､
清
華
学
校
卒
業
が

l
年
遅
れ
た
こ

と
の
理
由
に
つ
い
て
は
､

『
聞

一
多
的
道
路
』
の
記
述
を
誤
-
と
し

て
訂
正
し
て
い
る
(五
七
貢
)O

第
四
章
に
お
い
て
は
､
ア
メ
リ
カ
留
学
中
(
一
九
二
二
～
二
五
)､
シ

カ
ゴ
美
術
学
院
､

コ
ロ
ラ
ド
大
学
美
術
科
､

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
美
術

学
院
で
学
ぶ
か
た
わ
ら
､
多
-
の
新
詩
を
書
き
､

一
九
二
三
年
九
月

に
は
第

1
詩
集

『
紅
燭
』
を
出
版
､
ま
た
ア
メ
リ
カ
在
任
華
僑
の
悲

惨
な
境
遇
を
ま
の
あ
た
-
に
す
る
と
と
も
に
､
自
ら
も
中
国
人
蔑
混

を
経
験
し
､
愛
国
主
義
に
傾
い
て
い
っ
た
こ
と
が
､
第
五
､
六
章
に

お
い
て
は
､
蹄
国
後
(
一
九
二
五
～
三
二
)､
北
京
垂
術
専
科
学
校

(敬

務
長
)
ー
呉
線
の
国
立
政
治
大
学
､

国
民
革
命
軍
絶
政
治
部
､

南
京

第
四
中
山
大
学

(外
囲
文
学
科
主
任
)
に
つ
と
め
な
が
ら
､
著
名
な

詩
論

｢詩
的
格
律
｣
(二
六
･五
)
や
第
二
詩
集

『
死
水
』
(二
八
二
)
香

出
版
し
､
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
聞

一

多
の
詩
人
時
代
で
あ
る
｡
だ
が
､

『
死
水
』
出
版
の
後
､
創
作
活
動

は
ほ
ぼ
終
わ
-
を
つ
げ
､
二
八
年
秋
､
武
湊
大
挙
文
革
院
長
乗
中
文

科
主
任
と
な

っ
て
か
ら
は
､
杜
甫
を
は
じ
め
と
す
る
唐
詩
の
研
究
に

力
を
注
ぎ
､

｢少
陵
先
生
年
譜
合
隻
｣
を
襲
表
､
ま
た

｢唐
代
文
学

年
表
｣
､

｢初
唐
大
事
表
｣
等
を
作
成
し
た
と
い
う
｡
な
お
武
湊
･青

島
両
大
学
辞
任
の
原
因
と
な
っ
た
政
界
が
ら
み
の
源
閥
抗
争
の
経
緯

に
つ
い
て
も
､
こ
こ
で
は
詳
述
さ
れ
て
い
る

(青
島
大
草
文
学
院
長

乗
国
文
科
主
任
と
な
っ
た
の
は
､

一
九
三

〇
年
秋
)
｡

第
七
､
八
草
に
お
い
て
は
､
母
校
の
国
立
清
華
大
学
に
お
け
る
五

年
間

(
一
九
二
三
～
三
七
)
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
聞

一
多
は
､
中
国
文

学
科
教
授
と
し
て
､

唐
詩
か
ら
詩
経
､

楚
辞
､
楽
府
､

古
代
神
話

尊
ま
で
に
至
る
研
究
に
没
頭
ー
｢天
間
揮
天
｣
､
｢詩
新
憂
鴻
字
説
｣
､
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｢高
唐
紳
女
停
説
之
分
析
｣
等
を
挙
表
し
た
｡

｢外

へ
む
か
っ
て
賛

展
し
て
い
-
道
が
通
れ
な
い
以
上
､
内
へ
む
か
っ
て
歩
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
｣
の
で
あ
る
｡

し
か
し

1
九
三
七
年
七
月
ー
産
溝
橋
事
件
が
勃
萌
し
､
清
華
大
挙

は
湖
南
へ
移
痔
､
北
京
大
学
､
南
開
大
挙
と
合
同
し
て
長
沙
に
臨
時

大
学
を
組
織
す
る
｡
聞

一
多
も
こ
こ
で
教
え
る
が
､
ま
も
な
-
南
京

は
障
落

(同
年
十
二
月
)､
臨
時
大
学
は
昆
明
移
韓
を
決
定
す
る
｡
聞

一
多
は
､
こ
の
と
き
二
百
除
名
の
畢
生
の
組
織
す
る
徒
歩
旋
行
園
に

参
加
､
六
十
八
日
か
か
っ
て
三
八
年
四
月
昆
明
に
到
着
す
る
が
､
こ

の
間
畢
生
と
と
も
に
少
数
民
族
の
服
装
､
言
語
､
民
謡
､
停
説
､
神

話
等
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
な
い
'
ま
た
人
民
の
苦
し
い
生
活
に

ふ
れ
深
い
同
情
を
寄
せ
た
と
い
う

(九
章
)｡

閲

1
多
は
､
以
後
死
に
至
る
ま
で
の
八
年
間
を
こ
の
地
で
過
ご
す

の
だ
が
'
王
康
は
こ
こ
で
の
彼
に
第
十
葺
か
ら
あ
と
の
す
べ
て
-

九
章
二
五
〇
飴
頁
-

を
さ
い
て
い
る
｡
臨
時
大
学
は
西
南
聯
合
大

学
と
改
解
さ
れ
ー
聞

一
多
は

『
爾
雅
』
､
『
楚
酔
』
等
を
講
じ
､
ま
た

詩
経
､
楚
酔
､
楽
府
､
神
話
等
の
奮
稿
を
整
理
し
､
『楽
府
詩
集
』
､

『
楚
軒
校
補
』
等
を
刊
行
す
る
｡
や
は
-
､

｢内
へ
む
か
っ
て
襲
展

書

評

し
て
い
-
道
｣
を
歩
き
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
｡

し
か
し

一
九
四
三
年
ご
ろ
か
ら
は
ー
『
新
民
主
主
義
論
』
､
『
新
華

日
報
』
等
を
長
剣
に
讃
む
よ
う
に
な
-
､

一
九
四
四
年
五
月
三
日
に

は
､

｢五
四
｣
二
十
五
周
年
記
念
座
談
合
に
参
加
､
求
め
ら
れ
て
講

演
す
る
｡
民
主
連
動
の
闘
士
と
し
て
の
生
活
の
始
ま
-
で
あ
る
｡
同

年
夏
に
は
正
式
に
民
主
同
盟
に
参
加
､
以
後
､
民
主
と
平
和
を
求
め

て
多
-
の
難
文
を
軍
表
し
､
講
演
を
す
る
o
子
供
五
人
を
か
か
え
た

聞

一
多
の
生
活
は
､
こ
の
間
ま
す
ま
す
困
難
な
も
の
と
な
っ
て
ゆ
き
､

叢
刻
の
仕
事
を
始
め
､
ま
た
中
学
の
国
文
教
師
を
乗
任
し
た
-
も
す

る
が
､
閲
民
薫
の
御
用
学
者
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡

そ
し
て
つ
い
に
国
共
内
戦
の
さ
な
か
､

一
九
四
六
年
七
月
十
五
日
､

聞

一
多
は
園
民
業
特
務
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
て
し
ま
う
｡
同
じ
-
宿

殺
さ
れ
た
李
公
僕
の
葬
儀
委
員
倉
の
集
合
で
講
演
を
お
こ
な
っ
て
の

蹄
途
､
狙
撃
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
西
南
聯
合
大
学
解
散
の
あ
と

(同

年
五
月
)､
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
か
ら
の
招
碑
を
も
断
わ
-
ー

｢自

ら
が
熱
愛
す
る
人
民
と
､
自
ら
が
日
夜
待
ち
望
ん
で
い
る
新
し
い
中

図
の
た
め
に
､
自
ら
の
最
後
の
一
滴
の
血
ま
で
洗
し
っ
-
し
た
｣
の

で
あ
っ
た
｡
王
康
は
､

135



中
国
文
畢
報

第
三
十
三
筋

｢彼
が
､

聞

一
多
烈
士
が
､

革
命
の
た
め
に
人
民
の
た
め
に
行

な
い
､
書
き
､
そ
し
て
語

っ
た
こ
と
の
す
べ
て
は
､
い
つ
ま
で
も

わ
れ
わ
れ
の
心
の
な
か
に
生
き
て
い
る
!
｣

と
い
う
文
章
を
も
っ
て
本
書
を
終
え
て
い
る
｡

本
書
後
記
の
な
か
で
も
､

｢新
中
国
で
幸
福
に
生
活
し
て
い
る
若

ヽ

い
世
代
の
人
々
｣
に
た
い
し
､
烈
士
ら
の
血
の
跡
か
ら
長
-
苦
し
か

っ
た
革
命
の
道
程
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
､

王
康
は
こ
の
本
文
四
五

〇
頁
の

『
聞

l
多
俸
』
の
な
か
で
､
聞

1
多

の
生
涯
の
軌
跡
と
と
も
に
常
時
の
時
代
情
況
に
つ
い
て
も
詳
し
-
語

っ
て
い
る
.
本
書
は
､
あ
る
い
は

｢聞

一
多
と
そ
の
時
代
｣
と
も
題

す
べ
き
大
部
の
著
作
で
あ
る
｡
そ
し
て
､
そ
こ
に
は
随
所
に
聞

一
多

の
詩
､
雑
文
､
講
演
藤
等
が
引
用
さ
れ
て
あ
-
､
ま
た
各
章
は
じ
め

に
は
必
ず
聞

一
多
の
詩
の

一
節
が
引
か
れ
て
い
る
｡
こ
の
十
数
年
来
､

閲

一
多
の
全
集
は
も
と
よ
-
､
選
集
､
作
品
集
で
さ
え
出
版
さ
れ
て

な
い
の
だ
が
､
本
書
に
よ
っ
て
若
い
世
代
の
人
々
は
､
い
-
ら
か
で

も
彼
の
詩
文
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
｡

王
康
は
､
後
記
に
お
い
て
､
さ
ら
に
こ
う
も
述
べ
て
い
る
｡

-

わ
れ
わ
れ
は
､
四
つ
の
現
代
化
資
現
の
た
め
に
､
詩
人
畢

者

(聞

l
多
)
の
刻
苦
勉
励
の
精
神
と
貴
事
求
是
の
学
風
を
学
び
､

知
識
と
文
化
の
水
準
を
向
上
さ
せ
､
社
食
主
義
新
中
閥
を
よ
-

一

層
繁
栄
さ
せ
富
強
な
る
も
の
に
建
設
し
よ
う
で
は
な
い
か
｡

本
書
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
､
聞

一
多
烈
士
の
生
涯
-

革
命
の

た
め
に
人
民
の
た
め
に
行
な
い
､
書
き
､
そ
し
て
語

っ
た
こ
と
の
す

べ
て
1

は
､
十
二
分
に
感
動
を
輿
え
る
も
の
で
あ
-
､
讃
え
る
べ

き
も
の
で
あ
-
､
ま
た
四
つ
の
現
代
化
貴
現
の
た
め
模
範
と
す
る
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
な
の
で
あ
る
｡

だ
が
､
私
は
こ
の
王
康
の
力
作
を
讃
み
終
え
て
､
何
か
し
ら
奇
異

な
感
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡

例
え
ば
､
ア
メ
リ
カ
留
学
中
の
彼
に
つ
い
て
で
あ
る
が
､
シ
カ
ゴ

美
術
学
院
在
学
中
､
彼
は
宅
毅
夫
ら
四
人
の
友
人

へ
の
手
紙
の
な
か

で
､

-

授
業
に
出
て
い
て
も
禁
断
症
状
が
起
こ
っ
て
､
宿
舎
に
軒

れ
ば
､

B
ylO
n
.

S
h
ettey
,K
eats.T
e

nnyson
,
老
杜
､

陸
放

希
が
書
架
で
､
机

の
上
で
､
ベ

ッド
の
上
で
自
分
を
待

っ
て
い
る
､

と
ど
う
に
も
そ
の
心
が
む
ず
む
ず
し
て
き
て
-
-

と
し
た
た
め
､
ま
た
コ
ロ
ラ
ド
大
学
在
学
中
の
彼
に
つ
い
て
は
､
梁
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賛
秋
が
､

-

彼
と
共
に

｢近
代
詩
｣
お
よ
び

｢
テ
ニ
ス
ソ
と
プ
ラ
ウ
ニ

ソ
グ
｣
の
授
業
に
出
､
前
者
に
お
い
て
は
全
部
で
二
十
数
名
の
詩

人
の
代
表
作
を
讃
ん
だ
｡

一
多
の

『
死
水
』
は
､
技
術
面
に
お
い

て
こ
の
頃
の
学
習
に
大
き
な
お
蔭
を
被

っ
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
キ

‖
.･､
人

ヅ
プ
リ
ソ
グ
の

節

奏

､

ハ

-
デ
ィ
､

ハ
ウ
ス
マ
ソ
の
情
趣
か
ら
少

な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
て
い
る
｡

私
と
彼
は
こ
の
二
つ
の
授
業
に

き
わ
め
て
大
き
な
興
味
を
抱
き
､
授
業
に
出
て
は
講
義
を
聞
き
､

授
業
が
す
ん
で
は
自
ら
開
講
討
論
を
お
こ
な
っ
た
｡

と
書
い
て
い
る
｡
こ
れ
ら
は
､
そ
れ
ぞ
れ

『
聞

一
多
全
集
』
年
譜
､

一
九
二
三
年
三
月
三
十
日
と
十
月
の
項
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
､
王
康
も
嘗
然
眼
に
し
て
い
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
.
聞

一

多
の
詩
を
語
る
う
え
で
､
十
九
世
紀
英
国
詩
人
の
影
響
は
無
敵
で
き

な

い
｡
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
書
に
お
い
て
は
､
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

全
-

言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
｡

一
腹
､
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
｡

ま
た
､
王
康
は
､

｢彼
の
詩
集

『
死
水
』
の
な
か
に
'
多
-
の
す
ぐ
れ
た

『
十
四

行
』
鮭
の
詩
篇
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
｡｣
(九
七
頁
)

書

評

と
い
っ
て
い
る
｡

た
し
か
に
聞

一
多
は
､

一
九
二
八
年
の
三
月
と
四

月
､
『
新
月
』
誌
上
に
謬
詩

｢ブ
ラ
ウ
ニ
ソ
グ
夫
人
の
態
愛
詩
｣
(
ソ

ソ
ネ
ツ
ト

ネ
ッ
ト
)
を
襲
表
し
､

｢
こ
の
種
の
形
式
に

『
商
頼
鰻
』
と
い
う
芳

名
を
は
じ
め
て
つ
け
｣
､

｢『商
穎
』
と
い
-
も
の
に
､
は
じ
め
て
人

の
注
意
を
沸
わ
せ
｣
て
い
る

(朱
日
清

『新
詩
難
詰
』
九
七
頁
'
港
青
出

版
社
)｡
し
か
し
､
詩
集

『
死
水
』
所
収
の
詩
全
二
十
八
篇
の
う
ち
､

十
四
行
(の
)
詩
は

｢収
回
｣

(Sh
ak
es
pearean
sonnet)､
｢傑
指

着
太
陽
起
誓
｣
の
二
篇
の
み
で
あ
-

1
そ
れ
も
各
押
韻
法

､
一
行
の
字

数
が
異
な
っ
て
い
る
｡

『
死
水
』
に
お
い
て
は
､
む
し
ろ
新
詩
の
格

律
の
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
き
-
開
い
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
し
か

る
べ
き
で
あ
っ
て
､
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
本
書
に
も
記
さ
れ
て
い
る

ヽ
ヽ

の
だ
が
､
そ
れ
に
し
て
も

｢十
四
行
｣
鮭
の
詩
篇
が
多
-
見
ら
れ
る

と
い
う
王
康
の
説
に
は
､
ひ
っ
か
か
る
も
の
を
覚
え
る
の
で
あ
る
｡

聞

一
多
の
代
表
作

『
死
水
』
は
､
彼
の
第
二
詩
集
で
あ
る
と
と
も

に
､
最
後
の
詩
集
で
も
あ
る
｡

｢聞

一
多
先
生
的
書
臭
｣
は
､
そ
の

最
後
に
収
め
ら
れ
た
詩
で
あ
る
が
､
王
康
は
､
こ
の
詩
を
引
用
し
て

か
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
｡

｢聞

一
多
が
､
か
の
反
動
的
な
暗
黒
の
時
代
に
あ

っ
て
､
こ
の
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よ
う
に

ユ
ー
モ
ア
を
も

っ
て
生
活
を
噺
笑
し
た
の
は
､
目
的
も
な

-
わ
ず
か
に
自
ら
を
朝
弄
す
る
た
め
で
あ

っ
た
の
で
は
断
じ
て
な

-
､
た
し
か
に

『
秩
序
は
私
の
能
力
の
内
に
は
な
か
っ
た
』
か
ら

な
の
で
あ
-
､

一
切
は
園
民
業
新
軍
閥
ら
の
統
治
に
よ
っ
て
残
す

と
こ
ろ
な
-
破
壊
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
た
｡
｣
(
1
三
三
頁
)

す
な
わ
ち
､
王
康
は
､
｢聞

一
多
先
生
的
害
臭
｣
を
こ
の
よ
う
に

｢国

民
薫
新
軍
閥
｣
と
結
び
つ
け
て
し
か
と
ら
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
が
､
梁
貴
秋
の

『
談
聞

一
多
』
に
よ
れ
ば
､
こ
の
詩
は
閲

一
多
ア
メ
リ
カ
留
学
中
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
-
､

『
死
水
』
所
収

作
品
中
お
そ
ら
-
は
最
も
早
-
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

昔
時
ー
聞

一
多
と
同
じ
-

コ
ロ
ラ
ド
大
学
に
在
学
中
で
あ

っ
た
梁
箕

秋
は
､

『
談
聞

一
多
』
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
｡

｢
一
多
の
部
屋
は
､
い
つ
も
め
ち
ゃ
-
ち
ゃ
に
混
乱
し
て
お
-
､

寝
床
は
整
え
た
こ
と
も
な
-
､
給
を
か
-
と
き
に
羽
織
る
上
着
に

は
､
油
給
具
の
斑
鮎
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
し
み
が
つ
い
て
い
た
｡

人
を
し
て
最
も
ぴ

っ
-
-
さ
せ
詔
し
が
ら
せ
る
も
の
は
彼
の
机
で
､

あ
る
と
き
私
が
そ
の
乱
雑
を
か
ら
か
っ
た
と
こ
ろ
､
彼
は
､
そ
の

と
き
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
､
翌
日
私
に

一
筈
の
詩

を
見
せ
て
-
れ
た
｡
｣
(四
一
㌧
四
二
京
)

そ
れ
が

｢聞

一
多
先
生
的
書
臭
｣
で
あ

っ
た
と
､
梁
資
秋
は
い
う
｡

彼
の
記
述
に
よ
る
な
ら
ば
､
こ
の
詩
に
は
酒
落
た

ユ
ー
モ
ア
が
感
じ

ら
れ
る
｡
だ
が
､
こ
の
ア
メ
リ
カ
留
学
中
に
書
か
れ
た
作
品
が
､
そ

れ
か
ら
四
年
は
ど
も
あ
と
に
出
版
さ
れ
た
詩
集
の
最
後
に
置
か
れ
て

い
る
の
で
あ
る
｡

こ
の
間
､
聞

一
多
は

｢絶
望
に
満
ち
た
ど
ぶ
た
ま
-
｣

(死
水
)

の
ご
と
き
中
国
の
現
寛
を
前
に
し
て
､

｢も
し
も
た
だ

一
杯
の
酒

一
筋
の
詩
集
/
静
夜
に
時
計
の
振
-
子
が
刻
む
安
ら
か
な

一
時
の
た

め
に
/
-
-
生
活
の
石
臼
の
下
に
破
か
れ
る
各
種
の
惨
劇
が
見
え
な

も
ぐ
ら

-
な
る
の
な
ら
/
こ
の
頭
蓋
骨
を

田

鼠

に

穴
掘
ら
せ
/
こ
の
血
肉
の

塊
で
岨
虫
を
養
う
の
が

一
番
だ
/
-
-
私
の
世
界
は
こ
の
尺
四
方
の

壁
の
内
に
は
な
い
の
だ
｣

(静
夜
)
と
言
い
放
ち
､
中
国
固
有
の
詩

よ
-
も
西
洋
固
有
の
詩
よ
-
も
新
し
い
詩

(女
神
之
地
方
色
彩
)
を

模
索
し
っ
づ
け
て
い
る
｡
そ
の
聞

一
多
が
､
尺
四
方
の
壁
の
内
の
､

さ
ら
に
狭
苦
し
い
己
が
机

の
上
の
乱
雑
を
う
た
っ
た
詩
を
､

詩
集

『
死
水
』
の
最
後
に
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
､
そ
の
な
か

で

｢
一
切
の
衆
生
は
各
そ
の
分
に
安
ん
ず
.へ
し
/
私
が
ど
う
し
て
故
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意
に
君
た
ち
を
踏
み
つ
け
に
し
よ
-
/
秩
序
は
私
の
能
力
の
内
に
は

な
い
の
だ
｣
と
､
語

っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

王
康
は
､
し
か
し
､
そ
う
し
た
こ
と
に
は
全
-
ふ
れ
て
い
な
い
｡

梁
貴
秋
の

『
談
閲

一
多
』
は
､

1
九
六
七
年

1
月
､
董
湾
の
停
記
文

学
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
､
王
康
は
あ
る
い
は

手
に
と
っ
て
み
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
｡

だ
が
､
そ
れ
に
し
て
も
梁
貴
秋
と
聞

一
多
と
は
ー
清
華
学
校
､
ア

メ
リ
カ
留
学
時
代
を
通
じ
て
の
友
人
で
あ
-
､
ま
た
同
じ
-
新
月
涯

に
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡
『
閲

一
多
全
集
』
庚
集
書
信
に
も
､
一
多

の
箕
秋
宛
の
手
紙
が
数
多
-
収
め
ら
れ
て
い
る
｡
詩
人
と
し
て
の
聞

一
多
を
語
る
う
え
で
､
梁
貿
秋
は
､
は
ず
す
こ
と
の
で
き
な
い
人
物

な
の
で
あ
る
｡
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
王
康

『
聞

一
多
停
』
の
な
か
に
､

梁
資
秋
と
い
う
名
は
見
常
た
ら
な
い
｡

そ
れ
は
､

批
判
･否
定
す
べ

き
人
物
と
し
て
も
登
場
さ
せ
ら
れ
て
い
な
い
O
全
-
抹
殺
さ
れ
て
し

ま

っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
(劉
恒
の

｢聞

一
多
三
改

《
洗
衣
歌
》
｣
に

は
､
聞

一
多
の
手
紙
が
梁
茸
秋
宛
の
も
の
と
明
記
し
て
引
用
さ
れ
て

い
る
の
だ
が
｡)

あ
る
い
は
､

そ
こ
に
､
梁
箕
秋
が

一
九
四
九
年
墓

湾

へ
移

っ
て
い
っ
た
こ
と
に
た
い
す
る
王
康
の
思
い
が
こ
め
ら
れ
て

書

評

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
｡
ア
メ
リ
カ
留
学
中
､
十
九
世
紀
英
詩
に
ふ

れ
､
そ
こ
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
に
全
-
言
及
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
も
､
梁
箕
秋
を
ぬ
き
に
し
て
は
語
-
え
な
い
か

ら
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
ぬ
-

先
に
引
用
し
た

｢年
譜
｣

一
九
二
三

年
十
月
の
項
は
､
梁
貴
秋
の
記
述
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
｡

し
か
し
な
が
ら
､
俸
記
を
書
-
場
合
､
そ
の
封
象
と
な
る
人
物
と

た
と
い
一
時
期
と
は
い
え
き
わ
め
て
親
し
か
っ
た
人
物
を
故
意
に
抹

殺
し
て
し
ま
う
こ
と
は
､
そ
れ
が
執
筆
時
の
紅
合
情
況
に
よ
る
も
の

で
あ
れ
著
者
の
意
圏
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
､
い
ず
れ
に

せ
よ
停
記
全
線
の
ど
こ
か
に
無
理
が
生
じ
､
安
易
な
叙
述
に
陥
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

そ
-
し
た
安
易
さ
は
､
つ
ぎ
の
箇
所
に
も
見
ら
れ
る
｡

｢彼
の
詩
境
に
は
'
義
山
'
キ
ー
ツ
等
等
ば
か
-
か
､

『
大
鼓

師
』
､
『
飛
毛
腿
』
と
い
っ
た
善
良
な
る
労
働
者
の
形
象
ま
で
出
現

し
-
･･･｣
(
1
〇
五
頁
)

と
王
康
は
い
う
｡
人
力
車
夫
で
あ
る

｢飛
毛
腿
｣
も

｢大
鼓
師
｣
も
､

た
し
か
に

｢善
良
な
る
労
働
者
｣
で
は
あ
る
｡
だ
が
､

｢大
鼓
師
｣

は
少
し
違
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
聞

一
多
は
､
こ
の
詩
に
お
い
て
､
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｢私
は
豹
皮
の
太
鼓
を
ひ
と
つ
掛
け
/
私
は
そ
れ
を
叩
い
て
世
界
中

を
廻
っ
た
/
私
は
い
ろ
ん
な
歌
を
-
た
っ
て
/
私
は
壷
き
る
こ
と
の

な
い
喝
采
に
も
聞
き
飽
き
た

(第
一
連
)-
-
/
私
は
英
雄
が
う
た
え

る

私
は
豪
傑
が
う
た
え
る
/
あ
の
美
し
い
乙
女
や
情
夫
の
歌
も

私
は
う
た
え
る
/
だ
が
も
し
も
私
た
ち
自
身
の
歌
は
と
尋
ね
ら
れ
た

ら
/
あ
あ

私
は
本
営
に
口
で
は
言
え
な
い
-
ら
い
慌
て
て
し
ま
う

(第
三
連
)
/
-
-
本
営
に
私
た
ち
に
は
う
ま
-
う
た
え
る
歌
が
な
い

ん
だ

私
た
ち
は
/
子
供
で
も
な
い
し

ま
た
英
雄
で
も
な
い
の
だ

か
ら
(第
十
二
速
三
､
四
行
)｣
と
､
う
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

文
学
作
品
と
そ
の
作
者
と
を
安
易
に
結
び
つ
け
て
考
え
る
こ
と
は
､

自
戒
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
十
二
分
に
承
知
し
っ
つ
も
､
私
に
は
こ
の
詩

に
詠
み
こ
ま
れ
た
太
鼓
た
た
き
が
､
新
し
い
中
国
の
詩
､
子
供
で
も

英
雄
で
も
な
い

｢私
た
ち
自
身
の
歌
｣
を
模
索
せ
ん
と
す
る
詩
人
聞

一
多
の
姿
で
あ
る
に
他
な
ら
な
い
､
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
｡
｢
善

良
な
る
労
働
者
の
形
象
｣
を
出
現
さ
せ
た
こ
と
に
の
み
､
こ
の
詩
の

意
味
を
見
出
す
の
は
､
い
さ
さ
か
安
易
に
す
ぎ
る
と
考
え
る
の
で
あ

る
が
､
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
｡

王
康
の
い
-
よ
う
に
､
詩
集

『
死
水
』
に
収
め
ら
れ
た
詩
の
か
な

り
の
部
分
に
お
い
て
､

聞

l
多
は

｢租
園
の
運
命
と
人
民
の
苦
し

み
に
た
い
L
よ
り
多
-
の
関
心
を
沸

っ
て
い
る
｣
こ
と
が
知
ら
れ
る

(
一
二
二
頁
)｡
ま
た
､

｢『
天
安
門
』
等
の
詩
を
書
い
て
､
軍
閥
政
府

青
年
残
殻
の
罪
行
に
た
い
し
､
抗
議
｣
を
行
な
っ
て
も
い
る

(
1
〇

四
頁
)｡

王
康
の
､

こ
う
し
た
聞

一
多
の
詩
解
梓
に
つ
い
て
､
私
は

決
し
て
異
議
を
唱
え
る
も
の
で
は
な
い
｡
だ
が
し
か
し
､
前
述
の
よ

う
な
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
も
､
ま
た
事
茸
で
あ
る
o

王
康
は
､
本
書
に
お
い
て
､
聞

一
多
と
そ
の
時
代
を
き
わ
め
て
丁

寧

に
描
出
し
て
い
る
｡
彼
は
､
聞

一
多
の
同
郷
で
遠
縁
に
も
あ
た
-
､

そ
し
て
西
南
聯
合
大
学
で
は
聞

一
多
の
畢
生
で
も
あ

っ
た
｡
し
か
し

な
が
ら
､
あ
-
ま
で
も
公
正
に
客
観
的
に
記
す
こ
と
を
意
囲
し
た
た

め
で
あ
ろ
う
か
､
本
書
の
な
か
に
彼
の
姿
は

一
度
も
登
場
し
な
い
の

で
あ
る
｡
同
郷
で
遠
縁
に
あ
た
る
こ
と
も
ー
わ
ず
か
に
呉
晴
の

｢《
聞

一
多
的
道
路
》
序
｣
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
｡
彼
は
三
人

稀
で
語
-
つ
つ
､
事
資
の
み
を
積
み
重
ね
て
い
-
｡
だ
が
､
事
資
の

み
が
丁
寧
に
語
ら
れ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
､
ま
た
本
書
に
お
い
て
梁

資
秋
の
名
が
全
-
出
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
に
､
奇
異
な
感
を
抱
か

な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
｡

1
鰻
な
ぜ
､
梁
賛
秋
の
名
が

1
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度
も
出
て
こ
な
い
の
で
あ
ろ
-

｡

胡
適
の
方
は
､
批
判
さ
れ
る
べ
き

人
物
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る

(六
九
真
'
他
)
の
だ
が
､

そ
れ
は
聞

一

多
と
あ
ま
-
親
し
い
間
柄
に
は
な
か
っ
た
た
め
な
の
か
｡
こ
の
膨
大

な
事
茸
の
積
み
重
ね
の
向
こ
う
側
に
､
梁
資
秋
と
同
じ
よ
う
に
､
全

く
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
､
あ
え
て
抹
治
さ
れ
て
し
ま
っ
た
何
か
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
､
私
に
は
そ
-
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
｡

本
書
三
二
八
頁
に
は
､
ま
た
こ
う
も
記
さ
れ
て
い
る
｡

｢
か
つ
て
長
期
に
わ
た
-
進
歩
と
い
う
上
着
を
ほ
お
-
'
魯
迅

の
名
を
か
-
て
偏
-
を
働
い
た
胡
風
は
､
常
時
ま
だ
完
全
に
化
け

の
皮
が
は
が
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
も
の
の
､
や
は
-
十
分
に
劣

悪
で
あ

っ
た
｡｣

昔
時
と
は
､

一
九
四
四
年
十
､
十

一
月
頃
の
こ
と
で
あ
-
､
な
お

魯
迅
と
新
月
涯
と
の
封
立
が
尾
を
引
い
て
は
い
た
の
で
あ
る
が
､
そ

れ
に
し
て
も
こ
の
記
述
に
は
､
多
分
に
政
治
的
な
評
債
が
含
ま
れ
て

い
る
t

胡
風
は
す
で
に
自
由
を
え
て
､
四
川
省
で
政
治
協
商
合
議

の
委
員
に
な
っ
て
い
る
が
､
正
式
の
名
嘗
回
復
は
目
下
､
薫
中
央
で

検
討
中
だ
と
い
-
(竹
内
貿

｢中
国
文
学
の
波
と
聾
｣'
け
+･L
㌃
M
a
T
IR(リ
)｡

ま
た
､
竹
内
賛

｢
モ
ス
ク
ワ
で
北
京
を
考
え
る
｣
(憲

等

.
二
)
に
は
'

書

評

胡
風
は
目
下
､
北
京
の
病
院
の
精
神
病
科
に
入
院
中
(r<SOS
.#+Jl
!FT)､

彼
が
す
っ
か
-
平
静
を
と
り
も
ど
す
の
も
､
そ
-
遠
い
こ
と
で
は
な

い
だ
ろ
う
､
と
記
さ
れ
て
い
る
｡

本
書
も
ま
た
､
中
国
に
お
け
る
今
日
の
政
治
情
況
の
も
と
に
生
み

出
さ
れ
た
著
作
で
あ
る
と
い
え
る
｡
だ
が
し
か
し
､
そ
れ
が
讃
者
に

た
い
し
､
た
と
え
い
か
に
寄
異
な
感
を
輿
え
よ
う
と
も
､
そ
こ
に
は

よ
-
多
-
の
県
費
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
､
ま
た
事
資
な
の
で
あ

る
｡本

書
は
､
西
南
聯
合
大
学
の
師
友
と
民
主
同
盟
中
央
総
本
部
､
王

健
そ
の
他
の
同
志
の
支
持
と
､
呉
暗
､
費
孝
通
､
許
師
謙
､
範
用
､

周
振
甫
そ
の
他
の
師
友
同
志
の
援
助
と
指
導
の
も
と
に
書
き
上
げ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

(後
記
)

｡
ま
た
､
本
書
の
初
稿
は
､
勤
務

時
間
外
を
利
用
し
て
断
績
的
に
書
き
た
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
-
'
そ

の
蔑
稿
は
､
王
子
光
お
よ
び
王
康
の
身
う
ち
の
人
達
に
よ
っ
て
保
存

さ
れ
て
い
た
と
も
い
う
-

自
ら
に
つ
い
て
は
､
こ
の
こ
と
の
は
か

に
何
も
語
ら
な
か
っ
た
王
康
は
､
し
か
し
､
本
文
の
な
か
で
聞

一
多

の
弟
､
聞
家
胞
が
現
在
北
京
大
学
西
方
語
文
学
科
教
授
､
全
図
政
協

(政
治
協
商
合
議
)
常
務
委
員
､
北
京
市
政
協
副
主
席
で
あ
る
こ
と
､
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夫
人
は
と
-
に
古
稀
を
す
ぎ
現
在
全
国
政
協
委
員
､
北
京
市
政
協
委

員
で
あ
る
こ
と
､
五
人
の
子
女
は
健
や
か
に
成
長
し
､
い
ず
れ
も
柴

あ
る
共
産
某
員
と
な
っ
た
こ
と
等
を
注
記
し
て
い
る
｡
本
書
の
表
紙

と
寓
虞
の
貫
は
､
聞

1
多
の
息
子
ー
聞
立
鵬
の
手
に
な
っ
た
も
の
で

あ
る
｡
こ
の
大
部
の
俸
記
は
､
す
な
わ
ち
､
こ
れ
ら
多
-
の
人
々
の

支
持
と
激
励
と
援
助
の
も
と
に
､
初
稿
が
書
か
れ
て
以
束
ほ
ぼ
十
五

年
の
後
に
､
は
じ
め
て
刊
行
さ
れ
え
た
も
の
な
の
で
あ
る
｡

中
国
に
お
い
て
､
今
後
も
さ
ら
に
ひ
き
つ
づ
き
､
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
よ
-
多
-
の
書
籍
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う
､

ま
た

『
聞

一
多
全

集
』
も
再
版
さ
れ
る
よ
う
ー
私
は
心
か
ら
願

っ
て
い
る
｡

(
1
九
八
1
年
1
月
二
十
二
日
)

(同
志
社
大
学

楠
原
俊
代
)
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